
夏本番！搾乳牛の暑熱対策！！ 
  

 搾乳牛は 21℃以上になると暑熱ストレスの影響で乳量が減少

し始めると言われています。また、同じ気温でも湿度が高い方が

暑熱ストレスを受けやすくなります。 

今年も昨年と同様に平年よりも気温が高くなっています。今か

らでもできる対策の徹底に努めましょう。 

  

搾乳牛の暑熱対策 

  

  

 

 

 

横臥してしっかりと休息している搾乳牛 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （令和 6 年 7 月 十勝農業改良普及センター十勝東北部支所 作成） 

②新鮮な水の給与 

牛は暑熱時に呼吸数を増やし、汗を出すことで 

暑熱時に体温を維持させようとするため、飲水量

が増加します。給水量を増やすことが重要です

が、ウォーターカップや水槽が汚れている場合は、

こまめに清掃するだけでも飲水量が増加します。 

 

暑熱ストレスによる乳牛の変化 

①採食量の低下  

②飲水量の増加 

③呼吸数の増加 

④休息時間の減少 

⑤乳量の低下・乳質の変化 など 

清掃後 

 送風機使用 

清掃前後の水槽 

届かない TMR  

暑熱時はいつもよりも餌寄せを増やしましょう 

①換気の徹底 

暑さと湿度対策として、換気扇を清掃し 

効率を高めたり、通常よりも風通しを良くして

換気に努めましょう。 

日中に上昇した体温を低下させるために、

夜間も送風機は止めずに稼働させましょう。 

清掃前 

横臥してしっかりと休息している搾乳牛 

③飼料給与方法 

夜間の涼しい時間帯は採食量が減少しにくいの

で、この時間帯に十分なエサがあるように工夫しま

しょう。また、乾物摂取量を減らさないために、飼料

給与前には、飼槽の残餌をきれいに撤去し、清掃

後に新たな飼料を給餌します。 

嗜好性の高い糖蜜などの給与や品質の良い粗

飼料を給与することも乾物摂取量を高めることに繋

がります。 

放牧地に十分な庇陰林がない場合は、日中放牧

を夜間放牧に変更することを検討してください。 


